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【年通号数】公開・登録公報2013-021
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【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  45/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  47/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  31/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  45/50    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  47/02    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  31/22    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月11日(2013.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ノルマル（Ｎ）およびイソ（Ｉ）アルデヒドをＮ：Ｉ比で製造するための複数反応ゾー
ンのヒドロホルミル化プロセスを制御する方法であって、該方法が、オレフィン性不飽和
化合物を、一酸化炭素、水素、ならびに、（Ａ）遷移金属、（Ｂ）オルガノポリホスファ
イトリガンド（ｏｂｐｌ）および（Ｃ）オルガノモノホスファイトリガンドを含む触媒と
接触させることを含み、該接触を、第１および１つ以上の後続の反応ゾーン内で、各ゾー
ン内の金属濃度およびｏｂｐｌ：金属比を含むヒドロホルミル化条件で行い、該方法が、
生成物分離ゾーンから触媒を回収およびリサイクルする該生成物分離ゾーンを更に含み、
該方法が、第１の反応ゾーン内の遷移金属濃度を以下の方法：
１．第１の反応ゾーンと１つ以上の後続の反応ゾーンとの間の生成物分離ゾーンからの触
媒リサイクル物を区分すること；または
２．いずれのオルガノビスホスファイトリガンドも伴わずに、遷移金属前駆体もしくは金
属－オルガノモノホスファイト化合物のいずれかとして遷移金属を添加することによりｏ
ｂｐｌ：金属比を低減させること；または
３．反応系から別個の容器内に遷移金属触媒の２０％以下を除去することによって第１の
反応ゾーン内の遷移金属濃度を低減させること；または
４．選択肢（３）において除去した遷移金属触媒を第１の反応ゾーンに戻すこと；
の１つ以上によって変化させることを含む、方法。
【請求項２】
　貯蔵ゾーン内に遷移金属を除去することによって第１の反応ゾーン内の遷移金属濃度を
低減させる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　新しい遷移金属を第１の反応ゾーンに添加すること、および／または遷移金属を貯蔵ゾ
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ーンから第１の反応ゾーンに移し戻すことによって第１の反応ゾーン内の遷移金属濃度を
増大させる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ノルマル（Ｎ）およびイソ（Ｉ）アルデヒドをＮ：Ｉ比で製造するための複数反応ゾー
ンのヒドロホルミル化プロセスを制御する方法であって、該方法が、オレフィン性不飽和
化合物を、一酸化炭素、水素、ならびに、（Ａ）遷移金属、（Ｂ）オルガノポリホスホル
アミダイトおよび（Ｃ）オルガノモノホスファイトリガンドを含む触媒と接触させること
を含み、該接触を、第１および１つ以上の後続の反応ゾーン内で、オルガノモノホスファ
イトリガンド対遷移金属のモル比２超：１を含むヒドロホルミル化条件で行い、該方法が
、（１）ヒドロホルミル化生成物のＮ：Ｉ比を測定すること、および（２）オルガノポリ
ホスホルアミダイトリガンドの濃度を調整して生成物Ｎ：Ｉを上昇または低下させること
を含む、方法。
【請求項５】
　遷移金属がロジウムであり、オルガノポリホスホルアミダイトがオルガノビスホスホル
アミダイトであり、そしてオレフィン性不飽和化合物がプロピレンまたはブテンである、
請求項４に記載の方法。
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